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『
列
仙
傳
』
の
仙
人
（
一
）

一
黄
帝
・
關
サ
子
・
泪
子
1

大
　
形

徹

『三三傳』の仙人（一）1

は
じ
め
に

　
拙
稿
で
は
最
古
の
仙
人
の
伝
記
集
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
後
漢
あ
た
り
に
作
ら

れ
た
『
列
仙
傳
（
－
）
』
が
仙
人
と
し
て
と
り
あ
げ
た
も
の
の
中
か
ら
、
い
く
つ

か
の
事
例
を
と
り
あ
げ
て
、
仙
人
伝
説
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
か

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
『
史
記
』
以
前
の
古
い
文
献
に
も
後
世
、
仙
人
と
さ
れ
る

人
物
の
名
は
み
え
る
も
の
の
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
仙
人
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
仙
人
と
い
う
言
葉
は
そ
の
当
時
ま
だ
生
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
史
記
』
に
は
仙
人
の
固
有
名
詞
が
い
く
つ
か
あ
ら

わ
れ
る
。
秦
始
皇
本
紀
、
武
骨
本
紀
、
封
揮
書
、
留
侯
世
家
な
ど
に
「
羨
門
高
」
、

「
宋
母
忌
」
、
「
正
伯
僑
」
、
「
充
尚
」
、
「
最
後
」
、
「
黄
帝
」
、
「
安
期
生
」
、
「
赤
松

子
」
な
ど
が
仙
人
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
具
体
的
な
事
跡

と
な
る
と
、
は
な
は
だ
貧
弱
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
そ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が

あ
っ
た
こ
と
す
ら
疑
わ
し
い
。
ま
た
本
稿
で
も
考
察
す
る
「
黄
帝
」
な
ど
は
、

確
か
に
仙
人
と
は
さ
れ
て
い
る
が
、
古
代
の
伝
説
上
の
皇
帝
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
方
が
強
く
、
た
ん
に
仙
人
の
枠
に
は
収
ま
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
『
列
陰
雨
』
に
な
る
と
上
・
下
篇
あ
わ
せ
て
七
十
余
習
の
仙
人
の

名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
～
傳
と
い
う
書
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
仙
人
の
伝
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
仙
人
が
架
空
の
も
の
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
『
列
仙
傳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
仙
人
は
す
べ
て
何
ら
か
の
作
為
に
も
と

づ
い
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
の
話

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
『
列
仙
傳
』
を
校
訂
し
た
も
の
と
し
て
は
、
王
照
圓

『
列
仙
傳
校
正
』
、
清
の
胡
斑
『
列
仙
伝
校
講
』
、
董
金
野
『
列
仙
伝
配
向
』
、
旧

説
譲
『
列
島
伝
校
』
、
平
木
康
平
・
大
形
徹
『
列
仙
傳
（
2
）
』
が
あ
る
。
ま
た
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訳
注
と
し
て
は
、
沢
田
瑞
穂
『
列
仙
傳
（
3
）
』
、
前
野
直
彬
『
列
仙
傳
（
4
）
』
、

平
木
康
平
．
大
形
徹
、
鑑
賞
・
中
国
の
古
典
9
『
抱
懸
子
・
列
仙
伝
〔
5
）
』
が

あ
る
。
最
後
に
あ
げ
た
も
の
は
筆
者
が
平
木
康
平
氏
と
共
同
執
筆
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
総
説
で
『
列
仙
傳
』
に
つ
い
て
概
観
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
話

に
つ
け
ら
れ
た
鑑
賞
部
分
で
解
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
考
察

を
ふ
ま
え
、
と
く
に
仙
人
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
っ
た
観

点
か
ら
検
討
し
た
い
。
な
お
今
回
は
、
黄
帝
・
關
歩
子
・
王
子
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

黄
　
帝

　
黄
帝
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
論
考
が
あ
る
。
鉄
井
慶
紀
「
黄
帝
伝
説
に
つ
い

て
」
の中

国
民
族
の
共
通
の
始
祖
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
黄
帝
（
『
山
海

経
』
『
配
本
』
）
の
第
↓
次
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
上
帝
で
あ
り
、
就
中
、

皇
天
上
帝
の
皇
帝
の
分
化
と
説
く
楊
寛
仁
の
説
と
、
『
尚
書
』
『
詩
経
』
『
論

語
』
『
孟
子
』
に
見
え
ず
、
『
荘
子
』
や
『
列
子
』
に
始
聾
す
る
こ
と
に
も

と
づ
い
て
、
戦
国
時
代
の
五
行
思
想
に
よ
っ
て
発
生
し
た
と
み
る
多
く
の

学
者
の
説
と
に
大
別
さ
れ
る
（
6
）
。

が
簡
明
な
説
明
で
あ
ろ
う
。

　
楊
寛
の
説
は
「
黄
帝
与
皇
帝
及
上
帝
（
7
）
」
に
記
さ
れ
て
お
り
、
五
行
思
想

と
の
関
連
は
津
田
左
右
吉
『
道
家
の
思
想
と
そ
の
展
開
（
8
）
』
な
ど
に
代
表
さ

れ
る
と
い
う
。
『
列
二
上
』
の
黄
帝
の
話
は
、
鉄
井
戸
紀
氏
の
論
考
に
は
引
か
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
忠
直
傳
』
が
も
と
つ
く
と
こ
ろ
の
『
史
記
』
孝
武
本
紀

や
『
漢
書
』
郊
祀
志
の
話
は
、
「
黄
帝
が
龍
に
乗
っ
て
昇
天
す
る
記
事
」
と
概
括

さ
れ
、
「
『
列
子
』
黄
帝
篇
や
『
荘
子
』
大
宗
師
、
『
史
記
』
封
禅
書
な
ど
に
も
黄

帝
昇
天
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

　
『
荘
子
』
大
宗
師
に
は
、
黄
帝
が
道
を
得
て
天
に
登
る
話
が
引
か
れ
て
い
る
。

以
下
に
述
べ
る
『
史
記
』
や
『
列
仙
傳
』
の
黄
帝
の
昇
天
の
話
の
本
と
な
る
話

で
あ
り
、
か
つ
ま
た
昆
倫
（
毘
需
）
や
西
王
母
な
ど
神
仙
思
想
と
関
わ
る
話
が

記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
も
あ
る
。

夫
れ
道
に
は
情
有
り
信
有
る
も
、
為
す
無
く
形
無
し
、
傳
う
蠕
く
し
て
受

く
可
か
ら
ず
、
可
得
く
し
て
見
る
可
か
ら
ず
、
自
ら
本
づ
き
自
ら
根
づ
き
、

未
だ
天
地
有
ら
ざ
り
し
と
き
、
古
生
り
以
て
固
よ
り
存
し
、
鬼
を
神
に
し

帝
を
神
に
し
、
天
を
生
じ
地
を
生
じ
、
太
極
の
先
に
在
り
て
高
し
と
為
さ

ず
、
六
極
の
下
に
在
り
て
深
し
と
為
さ
ず
、
天
地
に
先
ん
じ
て
生
ま
れ
て

久
し
き
と
為
さ
ず
、
上
古
よ
り
長
じ
て
老
い
た
り
と
為
さ
ず
。
稀
卑
氏
之
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れ
を
得
て
、
以
て
天
地
を
摯
げ
、
博
戯
上
之
れ
を
得
て
、
以
て
漸
漸
を
襲

ぎ
、
維
斗
之
れ
を
得
て
、
終
古
成
わ
ず
、
日
月
之
れ
を
得
て
、
終
古
息
ま

ず
、
勘
壊
之
れ
を
得
て
、
以
て
昆
命
を
襲
ぎ
、
鵜
夷
之
れ
を
得
て
、
以
て

大
川
に
游
び
、
肩
吾
量
れ
を
得
て
、
以
て
大
山
に
昂
り
、
黄
帝
之
れ
を
得

て
、
以
て
雲
上
に
登
り
、
押
手
当
れ
を
得
て
、
以
て
玄
宮
に
重
り
、
禺
強

聴
れ
を
得
て
、
北
極
に
立
ち
、
西
王
母
煙
れ
を
得
て
、
少
廣
に
坐
し
、
其

の
始
を
知
る
莫
く
、
其
の
終
を
知
る
臆
し
、
彰
朝
雨
れ
を
得
て
、
上
は
有

虞
に
及
び
、
下
は
五
伯
に
及
び
、
傅
説
之
れ
を
得
て
、
以
て
武
丁
に
相
と

な
り
、
天
下
を
奄
有
せ
し
む
、
東
維
に
乗
り
、
箕
尾
に
騎
り
て
列
星
に
比

す
す
）
。

　
こ
こ
に
み
え
る
黄
帝
は
道
を
得
た
結
果
、
天
に
登
る
と
さ
れ
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、
「
縞
夷
之
れ
を
得
て
、
以
て
大
川
に
游
び
」
と
い
っ
た
表
現
を
み
れ
ば
、

本
来
、
川
の
神
で
あ
る
凋
夷
に
関
し
て
、
彼
が
川
の
神
で
あ
る
の
は
道
を
得
た

か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
考
え
れ
ば
、
本
来
、
黄
帝
は

天
の
神
す
な
わ
ち
上
帝
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
道
を
得
た
こ
と
に
よ
っ

て
天
に
登
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
荘
子
』
で
は
黄
帝
は
上
帝
で
あ
ろ
う
が
、
『
史
記
』
や
『
列
仙
傳
』
で
は
必

ず
し
も
そ
の
ま
ま
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。

　
天
子
の
黄
帝
が
昇
仙
す
る
話
は
『
史
記
』
の
封
奏
書
の
中
で
、
方
士
の
公
孫

卿
が
武
帝
に
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

あ
げ
て
み
る
。

こ
の
昇
仙
の
部
分
の
原
文
の
み
を
こ
こ
に

黄
帝
采
首
山
銅
、
鋳
鼎
説
明
山
下
。
鼎
既
成
、
有
龍
垂
準
髭
、
江
迎
黄
帝
。

黄
帝
上
空
、
華
臣
後
宮
湯
上
者
七
十
鯨
人
。
龍
同
上
去
。
鯨
小
臣
不
得
上
。

乃
腹
持
龍
鷺
。
龍
息
抜
堕
、
堕
黄
帝
之
弓
。
百
姓
仰
望
、
黄
帝
既
上
天
。

証
悟
無
縫
與
胡
髭
號
。
故
後
世
、
因
名
其
威
日
鼎
湖
、
其
弓
日
烏
號
。
（
封

曝
書
第
六
）

『
列
仙
傳
』
巻
上
、
五
、
黄
帝
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

黄
帝
な
る
者
は
、
旨
し
て
首
線
と
日
う
。
能
く
百
神
を
劾
し
、
朝
せ
し
め

て
畏
れ
を
使
う
。
弱
に
し
て
能
く
言
い
、
聖
に
し
て
預
知
す
。
物
の
紀
を

知
り
、
自
ら
以
て
雲
師
と
爲
し
、
龍
形
有
り
。
自
ら
亡
日
を
澤
び
、
群
臣

と
僻
す
。
卒
す
る
に
至
り
て
、
還
し
て
橋
山
に
葬
る
。
山
崩
る
る
に
、
枢

空
し
く
し
て
　
な
し
。
唯
だ
剣
と
鳥
と
の
み
焉
に
有
り
。
『
仙
書
』
に
云
う
、

黄
帝
は
首
山
の
銅
を
採
り
、
鼎
を
荊
山
の
下
に
乱
す
。
鼎
成
り
て
龍
有
り
。

胡
髭
を
垂
れ
、
下
り
て
帝
を
迎
え
て
乃
ち
昇
天
す
。
群
臣
百
僚
悉
く
龍
の

髭
を
持
ち
、
帝
に
從
わ
ん
と
し
て
帝
の
弓
に
升
禁
す
。
龍
の
髭
抜
け
て
弓

墜
つ
る
に
及
び
て
、
群
臣
從
う
を
得
ず
。
帝
を
望
み
て
悲
號
す
。
故
に
後



4

世
、
其
の
威
を
以
て
鼎
湖
と
乱
し
、
其
の
弓
に
名
づ
け
て
烏
鳶
と
爲
す
、

と
。黄

帝
者
、
號
日
軒
韓
。
能
劾
百
神
、
朝
而
使
之
。
弱
而
能
言
、
聖
而
預
知
。

再
応
之
紀
、
自
以
爲
彫
師
、
有
龍
形
。
自
澤
亡
日
、
與
群
臣
辟
。
至
於
卒
、

還
葬
橋
山
。
山
崩
、
枢
空
無
　
。
創
点
在
焉
。
仙
書
一
石
黄
帝
採
首
山
之
銅
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崇
鼎
於
柚
山
之
下
っ
鼎
成
有
龍
垂
胡
鷺
下
迎
帝
乃
昇
天
．
群
臣
百
僚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悉
持
龍
鷺
從
帝
而
耳
払
帝
弓
．
龍
釘
抜
而
弓
諌
、
群
臣
不
得
從
。
望
帝
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悲
號
。
故
後
世
以
其
庭
爲
鼎
湖
、
名
其
弓
豊
頃
號
焉
。
（
上
記
の
『
列
仙
傳
』

の
原
文
に
施
し
た
○
印
は
『
史
記
』
の
文
章
と
重
複
し
て
い
る
箇
所
で
あ

る
。
）

　
『
列
仙
傳
』
で
は
「
『
仙
書
』
に
云
う
」
と
さ
れ
て
い
る
部
分
に
文
章
の
重
複

が
多
く
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
『
史
記
』
封
新
書
で
は
、

公
孫
卿
が
引
用
し
た
「
申
公
」
の
言
と
さ
れ
て
い
る
。
「
申
公
」
は
安
期
生
の
友

人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
申
」
は
「
神
」
に
通
じ
る
。
公
孫
卿
が
自
分
の
言
に
信

用
を
も
た
せ
る
た
め
に
作
り
出
し
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
『
列
仙
傳
』
で

は
「
仙
書
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
て
い
る
。
『
列
面
懸
』
の
当
時
、
「
仙
書
」
と

呼
ば
れ
る
神
仙
思
想
に
関
す
る
書
籍
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
史
記
』
で
は
、
そ
の
後
、
武
帝
が
橋
山
で
黄
帝
の
家
を
祭
っ
た
こ
と
を
記

す
。
そ
の
と
き
鞍
掛
は
、
「
不
死
」
と
さ
れ
る
黄
帝
が
な
ぜ
死
ん
で
家
に
葬
ら
れ

て
い
る
の
か
と
疑
っ
た
。

せ
て
、

そ
の
質
問
に
対
し
て
、
臣
下
の
一
人
目
機
転
を
き
か

　
　
　
　
　
　
　
う
つ
　
　
の
ぼ

黄
帝
は
已
に
天
に
倦
り
上
り
、

華
臣
、
其
の
衣
冠
を
葬
る
（
－
o
）
。

と
述
べ
た
。
そ
の
場
は
武
帝
も
納
得
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
話
は
『
列
仙
傳
』
の
中
で
は
、
臣
下
の
作
り
出
し
た
咄
嵯
の
話
と
は
さ

れ
ず
、
多
少
の
合
理
化
を
く
わ
え
て
最
初
か
ら
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
形

で
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
「
自
ら
亡
日
を
揮
び
、
群
臣
と
辟
す
。
卒
す
る
に
至
り

て
、
還
し
て
橋
山
に
葬
る
。
山
崩
る
る
に
、
枢
空
し
く
し
て
　
な
し
。
唯
だ
剣

と
鷲
と
の
み
焉
に
有
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
黄
帝
は
ま
ず
自
分
の
死
亡
す
る
日

を
予
告
で
き
る
人
物
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
死
亡
し
た
後
は
橋
山
に
葬

ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
偶
然
に
も
山
が
崩
れ
、
枢
が
空
と
な
り
、
遺
体
が
消
え

て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
枢
の
中
に
は
、
剣
と
点
だ
け
が
遺
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
こ
の
く
だ
り
は
、
「
衣
冠
を
葬
っ
た
」
と
さ
れ
る
『
史
記
』
の
記
述

と
は
合
致
し
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
　
解
仙
の
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
黄
帝
の
昇
仙
を
印
象
づ
け
る
話
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
『
列
仙
傳
』
の
黄
帝
の
伝
の
冒
頭
の

リ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
帝
者
、
痛
撃
軒
韓
。
能
劾
百
神
、
堀
江
使
之
。
弱
昌
々
言
、
聖
而
周
知
。
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つ

知
物
之
紀
、
自
以
爲
雲
師
、
有
龍
形
。
自
揮
亡
日
、
與
群
臣
僻
。
至
於
卒
、

　
　
　
　
　
　
　
　

還
葬
橋
山
。
山
崩
、
枢
目
無
　
。
剣
罵
在
焉
。
仙
書
云
、
・

の
部
分
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
以
下
の
箇
所
と
関
連
す

る
。
こ
こ
も
重
複
し
て
い
る
字
句
に
○
を
施
し
た
。

黄
帝
者
…
名
日
、

敏
、
成
而
聡
明
。

二
陣
、
打
橋
山
。

軒
韓
。
洗
料
神
塵
、
弱
気
能
言
、
幼
而
狗
齊
、
長
而
敦

…
順
天
地
之
紀
、
…
官
名
皆
以
雲
命
、
爲
業
師
。
…
黄

（『

j
記
』
巻
一
、
五
帝
本
紀
第
一
）

　
な
お
『
史
記
』
に
は
、
「
○
而
○
○
」
と
い
う
二
形
が
連
続
し
て
あ
ら
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
、
『
酒
仙
傳
』
の
「
朝
而
使
之
。
弱
而
能
言
、
聖
而
預
知
」
の
部
分
は
字
句
は

す
べ
て
同
じ
で
は
な
い
も
の
の
、
ま
さ
に
こ
の
句
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
列

虚
病
』
の
黄
帝
の
伝
の
冒
頭
部
分
は
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
も
と
っ
く
の
で
あ

ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
「
生
世
情
塵
」
の
部
分
が
『
列
仙
傳
』
に
な
い
こ
と
で

あ
る
。
最
初
か
ら
神
霊
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
仙
人
を
超
え
て
し
ま

い
、
不
都
合
で
あ
る
と
い
う
配
慮
が
働
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
列
仙
傳
』

の
場
合
は
、
仙
薬
の
服
用
や
修
行
の
結
果
、
仙
人
と
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
た
だ
し
、
「
黒
糖
惟
神
、
朝
而
使
之
」
の
部
分
は
『
列
仙
傳
』
で
付
加

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
一
般
の
神
々
よ
り
も
上
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　
「
聖
而
預
知
」
、
「
有
墨
形
」
、
「
自
揮
亡
日
、
與
群
臣
鮮
」
、
「
至
響
町
、
山
崩
、

枢
空
無
　
。
剣
罵
在
焉
。
仙
書
云
」
な
ど
の
部
分
も
『
史
記
』
に
な
く
、
亡
侠

し
た
他
書
を
参
考
に
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
『
列
仙
傳
』
の
創
作
で
あ
ろ
う
。

　
『
列
仙
傳
』
の
黄
帝
の
伝
記
は
、
す
で
に
『
史
記
』
に
昇
仙
の
伝
説
が
あ
っ

た
た
め
、
封
繹
書
の
該
当
部
分
を
中
心
に
す
え
、
五
帝
本
紀
の
黄
帝
の
伝
か
ら

補
い
、
さ
ら
に
仙
人
ら
し
き
話
を
付
加
す
る
と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
な
お
黄
帝
は
馬
王
堆
出
土
の
房
中
術
の
書
、
『
直
間
（
1
1
）
』
の
一
か
ら
四
ま

で
に
登
場
す
る
。
房
中
術
は
長
生
不
老
を
め
ざ
し
、
神
仙
思
想
の
一
要
素
と
な

る
の
だ
が
、
『
列
仙
傳
』
の
黄
帝
の
伝
の
内
容
と
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
。
ま
た

『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
、
黄
帝
の
名
を
関
す
る
書
物
が
甚
だ
多
い
が
、
そ
の
う

ち
、
神
罰
十
家
の
な
か
の
『
黄
帝
雑
事
歩
引
』
十
二
巻
、
『
黄
帝
岐
伯
按
摩
』
十

巻
、
『
黄
帝
雑
子
芝
菌
』
十
八
巻
、
『
黄
帝
落
子
十
九
家
方
』
二
十
一
巻
に
黄
帝

の
名
が
み
え
る
。
つ
ま
り
十
の
う
ち
四
に
黄
帝
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
黄
帝
を
神
仙
思
想
の
代
表
者
と
み
な
し
、
書
物
の
権
威
づ
け
の
た
め
に

黄
帝
の
名
を
冠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
書
は
す
べ
て
亡
訳
し
て
い
る
た

め
に
書
物
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
書
名
か
ら
類
推
す
る
限
り
、
『
黄
帝
滑
子
歩
引
』

は
導
引
や
単
位
な
ど
の
歩
行
術
、
『
黄
帝
岐
伯
按
摩
』
は
按
摩
、
『
黄
帝
雑
子
芝

菌
』
は
芝
草
や
キ
ノ
コ
な
ど
の
仙
薬
に
関
す
る
書
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。
黄
帝
は
広
範
囲
に
神
仙
思
想
と
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
『
史
記
』
や
『
列
仙

傳
』
の
黄
帝
に
関
す
る
記
述
に
は
、
そ
れ
ら
の
書
物
の
内
容
を
推
測
さ
せ
る
も

の
は
な
い
。

　
『
荘
子
』
大
宗
師
の
黄
帝
に
は
上
帝
的
な
性
格
が
あ
り
、
『
史
記
』
の
黄
帝
の

伝
記
の
内
容
も
大
き
く
と
ら
え
れ
ば
、
黄
帝
が
天
へ
と
帰
っ
て
い
く
話
で
あ
り
、

黄
帝
の
上
帝
的
性
格
が
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
話
を
武
帝
に
説
い
た
公
孫
卿
の
眼
目
は
、
人
間
の
皇
帝
で
あ
る
武
帝
が
、
黄

帝
と
同
様
に
昇
仙
で
き
る
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
場
合
、
黄
帝
が

最
初
か
ら
神
で
あ
っ
て
は
、
む
し
ろ
不
都
合
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
公
孫
卿
は

い
っ
た
ん
黄
帝
を
人
と
し
て
扱
い
、
人
で
あ
る
黄
帝
が
昇
仙
し
て
仙
人
と
な
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
列
仙
傳
』
の
場
合
も
そ
れ
を
ふ
ま

え
、
人
で
あ
っ
た
黄
帝
が
仙
人
と
な
っ
て
昇
天
す
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。

『
史
記
』
の
場
合
は
武
帝
の
昇
仙
願
望
を
め
ぐ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
よ
う
な
話

で
あ
っ
た
が
、
『
列
仙
傳
』
黄
帝
で
は
武
並
の
話
は
】
切
、
出
さ
れ
て
い
な
い
。

『
列
仙
傳
』
巻
上
、
稜
丘
君
の
話
の
中
で
は
武
帝
が
登
場
す
る
が
、
そ
こ
で
は

武
帝
は
昇
仙
で
き
な
い
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
列
仙
傳
』
黄
帝
の
話
で
は
、
黄
帝
は
仙
人
の
一
人
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

黄
帝
の
も
つ
本
来
の
性
格
か
ら
考
え
れ
ば
や
や
卑
小
化
さ
れ
て
い
る
様
に
も
思

わ
れ
る
。

關
令
ヂ

　
關
令
サ
は
サ
喜
、
關
サ
等
と
呼
ば
れ
、
『
史
記
』
の
老
子
列
傳
に
そ
の
名
が
み

え
る
。
ふ
つ
う
、
老
子
を
引
き
と
め
て
『
道
徳
経
』
五
千
言
を
書
き
残
さ
せ
た

人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
『
列
仙
傳
』
巻
上
、
十
、
關
令
サ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

關
令
の
八
病
な
る
者
は
、
周
の
大
夫
な
り
。
内
命
を
善
く
し
、
常
に
精
華

を
服
し
、
徳
を
隠
し
て
行
い
を
憾
む
る
も
、
時
人
知
る
も
の
な
し
。
老
子

西
の
か
た
に
遊
び
、
喜
先
ず
其
の
氣
を
見
て
、
眞
人
有
り
て
當
に
過
ぐ
べ

き
を
知
る
。
物
色
し
て
綴
れ
を
遮
り
、
果
た
し
て
老
子
を
得
。
老
子
も
亦

た
其
の
急
な
る
を
知
り
、
爲
に
書
を
著
わ
し
て
之
れ
に
授
く
。
後
ち
老
子

と
倶
に
流
沙
に
遊
び
、
胡
を
化
す
。
芭
勝
の
實
を
服
し
、
其
の
終
わ
る
所

を
知
る
回
し
。
弄
喜
も
亦
た
自
ら
書
九
篇
を
著
わ
し
、
諾
し
て
關
令
子
と

日
う
（
1
2
）
。

こ
の
文
章
を
『
史
記
』
老
子
黙
想
の
当
該
部
分
と
比
べ
て
み
る
。

老
子
道
徳
を
脩
め
、
其
の
學
は
自
ら
隠
れ
名
無
き
を
以
て
務
め
と
満
す
。

周
に
居
る
こ
と
久
し
く
し
て
、
周
の
衰
う
る
を
見
、
逼
ち
遂
に
去
り
て
關
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に
至
る
。
關
令
サ
喜
曰
く
、
「
子
將
に
隠
れ
ん
と
す
。
嫁
い
て
我
が
爲
に
書

を
著
わ
せ
」
と
。
是
に
於
い
て
老
子
遭
ち
書
上
下
篇
を
著
し
、
道
徳
の
意
、

五
千
鯨
言
を
言
い
て
去
り
、
其
の
終
わ
る
所
を
知
る
莫
し
（
1
3
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
列
仙
傳
』
の
「
爲
著
書
授
之
」
の
部
分
と
老
子
列
傳
の
「
彊
爲
我
著
書
」

の
部
分
が
一
致
す
る
の
み
で
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
重
複
し
な
い
。
た
だ
し
、
全

体
の
印
象
と
し
て
は
『
史
記
』
に
み
え
る
話
と
大
き
く
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
關
歩
の
名
は
、
『
荘
子
』
外
篇
の
達
生
篇
と
雑
輩
の
天
下
篇
、
そ
れ
に
『
呂
氏

春
秋
』
不
二
篇
に
み
え
る
。

　
達
生
篇
の
話
で
は
「
子
列
子
、
關
サ
に
問
い
て
曰
く
」
か
ら
始
ま
る
。
「
子
列

子
」
と
、
辛
子
に
敬
称
の
「
子
」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
列
子
の
弟
子
が

列
子
を
呼
ぶ
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
（
1
4
）
。
こ
こ
で
は
愚
子
が
關
サ
に
た
ず

ね
て
い
る
と
い
う
体
裁
で
あ
り
、
關
サ
は
列
子
の
師
と
も
言
う
べ
き
扱
い
で
あ

る
。　

そ
の
内
容
は
、

子
上
子
、
關
サ
に
問
い
て
無
く
、
「
至
人
は
潜
行
し
て
窒
が
ら
ず
、
火
を
躇

み
て
熱
し
と
せ
ず
、
薫
物
の
上
を
行
く
も
煮
え
ず
。
請
い
問
う
、
何
を
以

て
此
に
至
れ
る
か
」
と
。
關
タ
曰
く
、
「
是
れ
純
氣
を
之
れ
守
れ
ば
な
り
。

知
巧
果
敢
の
列
に
非
ず
。
居
れ
、
掌
れ
女
に
語
げ
ん
。
凡
そ
貌
象
聲
色
の

有
る
者
は
、
皆
な
物
な
り
。
物
と
物
は
何
を
以
て
か
細
い
遠
し
と
せ
ん
や
。

現
れ
塁
ぞ
以
て
先
に
至
る
に
足
ら
ん
や
。
…
」
と
（
1
5
）
。

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
關
サ
の
言
葉
は
お
お
よ
そ
こ
う
い
つ
た
調
子
で
さ
ら
に
続
く
。
こ
こ
で
は
關

サ
の
述
べ
た
内
容
と
『
列
仙
傳
』
の
關
令
サ
の
話
が
全
く
無
関
係
で
あ
る
こ
と

に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
老
子
は
登
場
せ
ず
、
關
サ
が
關

の
長
官
云
々
と
い
っ
た
話
も
見
え
な
い
。

　
『
荘
子
』
雑
篇
、
天
下
篇
に
み
え
る
關
サ
は
、

本
を
以
て
精
と
爲
し
、
物
を
以
て
粗
と
爲
す
。
…
關
サ
と
老
聰
は
其
の
風

を
聞
き
て
之
れ
を
悦
び
、
之
れ
を
建
つ
る
に
常
無
有
を
以
て
し
、
割
れ
を

主
と
す
る
に
太
一
を
以
て
す
。
濡
弱
笹
下
を
以
て
表
と
凝
し
、
空
虚
に
し

て
萬
物
を
殿
た
ざ
る
を
以
て
實
と
爲
す
。

　
關
サ
曰
く
、
「
己
に
在
り
て
居
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
形
物
自
ら
著
る
。
其

の
動
く
こ
と
水
の
若
く
、
其
の
静
か
な
る
こ
と
鏡
の
若
く
、
其
の
磨
ず
る

こ
と
響
き
の
若
し
。
客
主
と
し
て
亡
き
が
若
く
、
寂
乎
と
し
て
清
め
る
が

若
し
。
焉
に
同
じ
く
す
る
者
は
和
し
、
焉
を
得
ん
と
す
る
者
は
失
う
」
と
。

未
だ
嘗
て
人
に
先
ん
ぜ
ず
し
て
、
常
に
人
に
随
う
。

　
老
聴
曰
く
、
「
其
の
雄
を
知
り
、
其
の
雌
を
守
れ
ば
、
天
下
の
難
と
爲
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る
。
其
の
白
を
知
り
、
其
の
辱
を
守
れ
ば
、
天
下
の
谷
と
詣
る
」
と
。
人

皆
な
先
を
取
り
、
己
れ
は
濁
り
後
を
取
る
な
り
。
曰
く
、
「
天
下
の
垢
を
受

く
」
と
。
人
皆
な
實
を
取
り
、
己
れ
は
濁
り
虚
を
取
る
な
り
。
召
す
る
無

き
な
り
。
故
に
鯨
り
有
り
。
瞬
然
と
し
て
当
り
有
り
。
：
・
關
サ
・
老
冠
や
、

古
の
博
大
眞
人
な
る
か
な
（
1
6
）
。

と
み
え
る
。

　
こ
こ
で
は
關
サ
と
雲
斗
は
併
称
さ
れ
て
い
る
。
關
サ
も
独
立
し
た
思
想
家
と

み
な
さ
れ
て
お
り
、
「
静
」
や
「
清
」
に
つ
い
て
説
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
思
想
的
に
「
清
静
無
為
（
1
7
）
」
を
説
く
老
子
と
似
る
部
分
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
關
サ
と
老
聰
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
言
も
言
及
さ
れ

て
お
ら
ず
、
關
サ
が
老
恥
の
弟
子
だ
と
い
っ
た
話
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覧
、
不
二
篇
に
、

…
老
耽
（
1
8
）
柔
を
貴
び
、
孔
子
仁
を
貴
び
、
墨
程
廉
を
貴
び
、
關
サ
清
を

貴
び
、
子
列
子
虚
を
貴
び
、
陳
餅
齊
を
貴
び
、
陽
生
己
を
貴
び
、
孫
膿
勢

を
貴
び
、
王
蓼
先
を
貴
び
、
見
良
後
を
貴
ぶ
〔
1
9
）
。

と
み
え
る
。

　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
「
關
サ
清
を
貴
び
」
と
「
清
」
を
貴
ぶ
こ
と
は
、
天
下
篇
の
「
寂
乎
と
し
て
清

め
る
が
若
し
」
と
共
通
す
る
。
ま
た
「
子
羽
子
」
と
い
う
呼
び
方
も
達
生
篇
の

「
陣
列
子
」
と
同
じ
で
あ
る
。
要
す
る
に
少
な
く
と
も
『
呂
氏
春
秋
』
の
頃
に

は
、
關
歩
と
い
う
思
想
家
と
そ
の
思
想
は
、
比
較
的
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
『
關
サ
子
』
九
篇
と
あ
り
、
そ
の
書
は
す
で

に
亡
侠
し
て
い
る
が
（
2
0
）
、
そ
の
内
容
に
右
の
記
述
と
重
な
る
部
分
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
考
察
し
た
よ
う
に
、
『
荘
子
』
と
『
呂
氏
春
秋
』
の
記
述
に
は
関
連
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
『
史
記
』
の
老
子
傳
や
『
列
仙
傳
』
の
記
述
は
直
接
、
結

び
つ
か
な
い
。
『
荘
子
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
を
見
る
限
り
で
は
、
「
關
弄
」
は
お

そ
ら
く
姓
が
「
關
」
、
名
が
「
サ
」
と
い
う
姓
名
で
あ
っ
て
、
関
所
の
長
官
と
い

う
意
味
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
關
サ
が
関
所
の
長
官
で
、
老
子
に
請
い
、
『
道
徳

経
』
を
書
か
せ
た
と
い
う
話
は
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。

『
國
語
』
周
語
中
に
、

敵
國
の
賓
至
ら
ば
、
關
サ
以
て
告
ぐ
（
2
1
）
。

と
み
え
る
。

　
こ
れ
は
『
周
禮
』
地
官
に
み
え
る

「
司
關
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
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「
關
サ
」
は
名
で
は
な
く
、
官
職
の
名
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
や
『
列
仙
傅
』
で
は
關
令
サ
喜
と
長
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

「
關
令
」
が
関
所
の
長
官
と
い
う
職
名
で
、
「
サ
喜
」
が
姓
名
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
と
く
に
「
毒
」
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
『
荘
子
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
に

は
み
え
な
か
っ
た
も
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。
『
荘
子
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
で
は

「
サ
」
を
名
と
み
た
が
、
『
史
記
』
や
『
列
仙
傳
』
で
は
「
サ
」
は
姓
と
さ
れ
て

い
る
。
事
実
、
「
タ
」
と
い
う
姓
は
珍
し
く
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
『
國
語
』
に
み
え
る
門
關
歩
」
の
場
合
は
「
サ
」
は
長
官
の

意
味
で
あ
る
。
「
關
サ
」
と
「
關
令
」
は
実
質
上
、
同
じ
意
味
と
な
る
。
ま
た
直

接
、
関
わ
り
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
楚
の
国
の
宰
相
を
「
令
サ
」
と
呼
ぶ

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
詳
細
は
不
明
だ
が
、
『
荘
子
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
に
み
え
る
人
名
の
關
サ
と
職

名
の
關
歩
が
混
同
さ
れ
、
思
想
的
に
も
似
た
部
分
が
あ
る
た
め
、
老
子
を
師
、

關
弄
を
弟
子
と
み
な
し
、
『
史
記
』
の
よ
う
な
伝
説
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
名
と
職
名
が
混
同
さ
れ
た
た
め
、
新
た
に
關
令
を

職
名
、
サ
喜
を
人
名
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
關
サ
」
が
「
關
」
と
「
サ
」

の
二
つ
に
分
か
れ
た
よ
う
な
格
好
で
あ
る
。

　
『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
『
關
サ
子
』
九
篇
と
あ
り
、
原
注
に
、

名
は
喜
、
關
の
吏
爲
り
。
老
子
、
關
を
過
ぎ
、
喜
、
吏
を
去
り
て
之
れ
に

從
う
〔
羽
）
。

と
み
え
る
。

　
こ
こ
で
は
、
「
サ
」
が
何
な
の
か
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
漢
書
補
注
』
に
よ
れ
ば
、

關
サ
は
關
正
な
り
。
名
は
喜
（
2
3
）
。

と
す
る
。

　
さ
ら
に
『
關
帽
子
』

の
序
文
（
動
向
撰
）
に
は
、

關
サ
子
、
名
は
喜
、
關
辛
子
と
了
す
。
或
い
は
曰
く
、
關
令
子
〔
2
4
）
。

と
み
え
る
（
2
5
）
。
『
群
論
傳
』
の
本
文
も
ま
た
「
關
令
子
」
で
あ
る
。
「
關
拍
子
」

と
「
關
令
子
」
と
は
混
同
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
「
喜
」
は
名
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
喜
」
に
も
姓
と
し
て
の
用
例
が
あ

り
、
ま
た
た
ん
に
「
喜
ぶ
」
の
意
味
に
も
と
れ
る
。
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以
下
、
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
。

書
　
　
名

職
名

姓

名

備
　
　
　
考

『
遠
写
』
周
語

關
サ

人
名
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

『
荘
子
』
達
生
篇

な
し

關
？

サ
？

姓
と
名
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
関
所

の
長
官
と
い
う
話
は
ま
だ
み
え
な
い
。

『
荘
子
』
天
下
篇

な
し

關
？

タ
？

同
　
右

『
呂
氏
春
秋
』
不
二
篇

な
し

關
？

サ
？

同
　
右

『
史
記
』
老
子
列
傳

關
令

サ

喜

『
列
仙
傳
』

關
令

サ

喜

『
漢
書
』
三
文
志

號
は
關
令
子

『
漢
書
』
藝
文
志
原
注

喜

書
名
が
『
關
歩
子
』

『
漢
書
補
注
』

關
ヂ

喜

『
關
サ
子
』
序
文

喜

關
サ
は
關
正

（
劉
向
撰
）

號
は
關
嚢
子
、
或
い
は
關
令
子

　
右
記
に
も
と
づ
い
て
『
史
記
』
の
「
三
三
サ
喜
日
」
の
読
み
方
に
関
し
て

考
察
し
て
み
れ
ば
、

　
①
關
令
の
サ
喜
日
く
、
（
「
關
令
」
が
職
名
、
「
サ
喜
」
が
姓
名
）

　
②
關
の
令
サ
、
喜
日
く
、
（
「
令
サ
」
が
職
名
、
「
喜
」
は
名
）

　
③
關
の
令
サ
、
喜
び
て
曰
く
、
（
「
令
サ
」
が
職
名
、
「
喜
」
は
動
詞
）

等
の
読
み
方
が
可
能
で
あ
る
。

　
た
だ
し
②
と
③
は
「
一
歩
」
を
関
の
長
官
と
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
る
た
め
、

こ
の
ま
ま
で
は
成
立
し
な
い
。
「
令
」
あ
る
い
は
「
サ
」
が
術
字
で
あ
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
令
サ
の
一
字
を
十
字
と
し
て
③
と
と
る
の
が
、
文
意
か
ら
見
て
適

当
な
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
推
測
の
域
を
出
な
い
。
関
の
長
官
の
姓
が
、
長
官

を
意
味
す
る
「
サ
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
出
来
過
ぎ
た
話
で
あ

る
。
た
だ
し
、
本
来
、
事
実
に
基
づ
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
で
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
さ
て
『
史
記
』
で
は
、
サ
喜
は
老
子
に
『
道
徳
脛
』
五
千
言
を
書
く
こ
と
を
r

懲
懸
し
た
だ
け
の
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
『
列
仙
傳
』
で
は
、
サ
喜
が

本
来
、
仙
人
に
近
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
話
の
組
み
立
て
と
な
っ
て
い
る
。

・
「
内
学
」
を
善
く
し
た
と
あ
る
が
、
内
学
は
外
学
に
対
す
る
語
で
図
識
の
学

を
い
う
（
2
6
）
。
『
晋
書
』
葛
洪
傳
に
は
、

洪
、
南
海
太
守
飽
玄
に
師
事
し
、
玄
も
亦
た
内
回
し
、

う
（
2
7
）
。

あ
ら
か逆
じ
め
將
來
を
占

と
み
え
る
。

　
つ
ま
り
内
学
と
は
予
知
の
類
で
あ
り
、
サ
喜
は
、
老
子
が
関
を
通
過
す
る
こ

と
を
予
め
知
っ
て
い
た
と
い
う
筋
立
て
と
な
っ
て
い
る
。
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「
徳
を
隠
し
て
行
い
を
修
む
る
も
、
時
人
知
る
も
の
な
し
」
は
、
サ
喜
が
そ

れ
ほ
ど
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
、
無
名
で
あ
っ
た
こ

と
を
合
理
的
に
説
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
、
老
子
に
書
物
を
著
さ
せ
た
と
い
う
『
史
記
』
に
も
と
つ
く
話
が
し

る
さ
れ
る
。
『
史
記
』
で
は
サ
喜
の
役
割
り
は
こ
れ
だ
け
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

『
列
仙
傳
』
に
伝
を
起
て
る
場
合
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
み
な
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
サ
喜
は
老
子
と
と
も
に
流
沙
に
遊
ん
だ
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
芭
勝
（
巨
勝
）
の
実
、
つ
ま
り
胡
麻
の
実
を
服
用
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

胡
麻
は
張
寮
の
西
域
探
索
で
も
ち
か
え
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
2
8
）
、
『
周

易
参
同
契
』
で
は
、
「
巨
勝
す
ら
猶
お
年
を
延
ば
す
（
2
9
）
」
と
延
年
薬
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
間
土
が
西
域
に
出
立
し
た
と
い
う
こ
と
と
絡
め
た
話
と
な

っ
て
い
る
。
『
列
仙
傳
』
は
、
と
く
に
薬
物
と
の
関
連
が
強
い
書
物
で
あ
る
が
、

文
脈
か
ら
考
え
れ
ば
薬
物
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
強
引
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
最
後
に
「
サ
喜
も
亦
た
自
ら
書
九
篇
を
著
わ
し
、
號
し
て
關
令
子
と
日
う
」

と
書
物
を
著
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
漢
書
』
藝
文
志
に
、
『
關
サ

子
』
と
あ
る
の
と
対
応
し
て
い
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
労
」
で
は
な
く
、

「
令
」
で
あ
る
。

　
以
上
、
考
察
し
た
よ
う
に
關
令
歩
喜
の
話
は
、
老
子
と
の
関
わ
り
が
核
と
な

っ
て
そ
れ
が
成
長
し
て
い
っ
た
話
で
あ
る
。
『
史
記
』
以
前
に
も
『
呂
氏
春
秋
』

や
『
荘
子
』
に
訳
者
の
話
が
み
え
る
が
、
『
列
藩
傳
』
は
、
そ
れ
ら
と
は
全
く
無

関
係
で
あ
る
。
『
史
記
』
の
話
は
本
来
、
「
關
の
令
（
弄
）
、
喜
び
て
曰
く
」
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
ず
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
サ
喜
」
と
い
う
名
は
誤
読
、
あ

る
い
は
錯
簡
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
史

記
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
關
サ
は
関
所
の
長
官
の
サ
喜
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
『
史
記
』
の
わ
ず
か
な
記
述
を
も
と
に
し
て
、
『
列
仙
傳
』
は
仙
人
の
伝
記

を
構
成
し
て
亭
々
弄
喜
を
仙
人
の
列
に
列
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

泪
　
子

　
『
列
愚
考
』
で
は
巻
上
、
十
一
に
記
さ
れ
る
。
九
が
老
子
で
、

で
あ
り
、
こ
こ
も
ま
た
わ
ず
か
で
あ
る
が
老
子
と
関
連
す
る
。

十
が
關
令
弄

甲
子
な
る
者
は
、
得
人
な
り
。
好
ん
で
市
を
署
し
、
其
の
精
を
接
食
す
。
三

百
年
に
至
り
、
乃
ち
齊
に
見
わ
れ
、
天
人
経
四
十
八
篇
を
著
わ
す
。
後
ち
、

荷
澤
に
釣
り
て
、
鯉
魚
を
得
た
り
。
腹
中
に
符
有
り
。
宕
山
に
隠
れ
、
能
く

風
雨
を
致
す
。
伯
爵
九
仙
法
を
丸
く
。
潅
南
王
安
、
少
し
く
其
の
文
を
得
る

も
、
其
の
旨
を
解
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
其
の
琴
心
三
篇
は
、
條
理
有
り
（
3
0
）
。

こ
こ
に
み
え
る
「
伯
陽
九
仙
法
」
の
「
伯
陽
」
は
老
子
の
字
と
さ
れ
て
い
る
。

『
史
記
評
林
』
の
老
子
列
傳
に
は
、

ヴ．
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老
子
な
る
者
は
、
…
姓
は
李
氏
、
名
耳
、
字
南
陽
、
論
日
聰
（
3
0
）
。

と
、
伯
陽
が
老
子
の
字
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
「
出
子
」
は
、
『
漢
書
』
藝
文
志
の
道
家
に
み
え
る
『
逗
子
』
十
三
篇
の

作
者
と
同
一
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
原
注
に
は
、
「
名
は
淵
、
常
人
、
老
子

の
弟
子
（
3
1
）
」
と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
に
よ
れ
ば
、
「
蝸
子
は
姓
な
り
」
と
さ

れ
て
い
る
。

　
『
史
記
』
孟
子
筍
卿
列
傳
に
は
、
「
愼
到
は
半
人
、
田
耕
・
世
子
は
齊
人
。
環

淵
は
楚
人
。
皆
な
黄
老
道
徳
の
術
を
學
び
、
因
り
て
獲
明
し
、
其
の
指
意
を
序

す
。
故
に
愼
到
、
十
二
論
を
著
わ
し
、
環
淵
、
上
下
篇
を
著
す
（
3
2
）
」
と
み
え

る
。
こ
の
「
環
淵
」
に
つ
け
ら
れ
た
『
考
謹
』
は
、
前
掲
の
『
藝
文
志
』
を
引

い
た
上
で
、
「
蝸
環
、
音
近
し
」
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
「
泪
子
」
は
「
環
淵
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
『
文
選
』
の
枚
乗
の
「
七
半
」
に
み
え
る
「
荘
周
・
魏
牟
・
楊
朱
・
墨

休
・
便
蝸
・
倉
何
の
倫
」
の
う
ち
の
「
便
蝸
」
も
関
係
す
る
ら
し
い
。
『
文
選
』

の
注
釈
を
参
考
に
す
れ
ば
、
『
潅
南
子
』
原
道
訓
の
「
蝸
蝦
」
、
宋
玉
の
釣
賦
に

み
え
る
「
玄
淵
」
が
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
。

　
『
准
南
子
』
に
は
こ
う
み
え
る
。

夫
れ
江
に
臨
み
て
釣
る
に
、
暖
日
に
し
て
羅
を
盈
た
す
能
わ
ず
。
鈎
箴
芒

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
の
み
な
ら
ず

距
、
微
論
芳
餌
有
り
、
加
之
唐
何
・
娼
娠
の
数
を
以
て
す
と
錐
も
、
猶

お
網
筈
と
得
る
を
孚
う
こ
と
能
わ
ず
（
3
3
）
。

　
こ
こ
で
は
女
偏
の
「
娼
娯
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
『
文
選
』
同
様
に
「
倉
何
」

と
と
も
に
あ
ら
わ
さ
れ
、
釣
り
の
名
人
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
語
ら
れ
て
い
る
。

　
高
誘
の
注
釈
で
も
、

智
何
・
娼
蝦
は
、
古
の
釣
り
を
善
く
す
る
人
の
名
、
数
は
術
な
り
（
3
5
v
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
釣
り
は
術
で
あ
る
。

　
宝
玉
の
釣
賦
に
は
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

宋
玉
と
登
池
子
と
借
に
釣
り
を
玄
洲
に
受
く
。
止
ま
り
て
拉
び
に
楚
の
裏

王
に
見
ゆ
。
登
徒
子
日
く
、
「
簸
れ
玄
洲
は
、
天
下
の
釣
り
を
善
く
す
る
者

な
り
」
。
…
（
3
6
）
。

と
み
え
る
。

　
こ
こ
で
も
ま
た
釣
り
の
名
人
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
『
文
選
』
で
は
「
玄

淵
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
玄
洲
」
で
あ
る
。
「
淵
」
で
あ
れ
ば
「
環
淵
」
に

近
い
。
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以
下
、
簡
単
に
表
に
し
て
み
よ
う
。

書
　
　
名

名
称

国

備
　
　
　
考

『
史
記
』
孟
子
萄
卿
列
傳

環
淵

楚
人

老
子
と
関
連
。

宋
玉
、
釣
賦
（
『
古
文
苑
』
）

玄
洲

釣
。
弟
子
の
宋
玉
・
登
徒
子
が
楚
の

口
囲
と
あ
う
。

平
乗
、
七
獲
（
『
文
選
』
）

便
蝸

荘
周
・
魏
牟
。
楊
朱
・
墨
蟹
・
倉
何
と

と
も
に
。

『
潅
南
子
』
原
道
訓

娼
媚

釣
。

『
潅
南
子
』
原
道
訓
、
高
峯
注

娼
媛

釣
。
術
。

『
漢
書
』
藝
文
志

二
子

書
名
。

『
漢
書
』
藝
文
志
原
注

蝸
淵

楚
人

老
子
の
弟
子
。

『
列
仙
傳
』

滑
子

齊
人

『
天
人
維
』
・
『
琴
心
』
を
著
す
。

釣
り
と
関
連
。

『
文
選
』
注
所
引
、
高
誘

蝸
蝦

老
子
と
関
連
。

『
文
選
』
注
所
引
、
宋
玉

玄
淵

白
公
の
時
の
人
。

　
『
列
病
毒
』
で
は
農
人
と
あ
り
、
楚
人
と
は
異
な
る
が
、
老
子
と
関
連

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
『
史
記
』
に
よ
れ
ば
「
環
淵
」
で
あ
り
、
黄
老
思
想
の

系
譜
に
つ
な
が
る
思
想
家
と
い
え
る
。
黄
老
思
想
は
黄
帝
と
老
子
の
思
想

と
さ
れ
て
お
り
（
3
7
）
、
や
は
り
、
老
子
と
関
連
す
る
。
ま
た
「
三
三
に
釣
り
て
、

鯉
魚
を
得
た
り
。
腹
中
に
符
有
り
」
と
い
う
の
は
、
釣
り
と
関
連
す
る
。
環
淵

や
玄
淵
の
「
淵
」
は
水
と
関
連
し
、
玄
洲
の
「
洲
」
も
ま
た
水
と
関
連
す
る
が
、

そ
の
こ
と
と
釣
り
が
関
係
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
『
列
仙
傳
』
で
は
た

ん
に
釣
り
を
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
釣
り
上
げ
た
魚
の
腹
中
か
ら
、
「
符
」

が
出
て
き
た
と
い
う
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
や
は
り
釣
り
と
関
連
す
る
呂

尚
の
話
や
巻
下
の
陵
陽
子
明
の
話
と
土
ハ
通
す
る
。

　
「
好
ん
で
ボ
を
興
し
、
其
の
精
を
接
食
す
」
と
い
う
の
は
、
「
乖
」
と
い
う
薬

物
と
渦
子
の
関
係
を
説
い
て
い
る
が
、
關
昇
や
呂
尚
の
場
合
と
同
様
に
、
話
の

展
開
の
上
で
薬
を
服
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
は
な
い
。
「
能
く

風
雨
を
致
す
」
の
「
風
雨
」
は
、
巻
上
、
一
、
赤
松
子
や
四
、
赤
三
子
輿
に
「
風

雨
に
随
い
て
上
下
す
」
、
巻
上
、
一
四
、
師
門
に
「
風
雨
之
れ
を
迎
う
」
等
と
見

え
る
表
現
で
、
仙
人
の
話
に
は
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
も
の
と
い
え
る
。

　
泪
子
は
そ
れ
ほ
ど
著
名
な
人
物
で
は
な
い
が
、
老
子
の
流
れ
を
く
む
思
想
家

で
あ
り
、
釣
り
の
話
に
も
か
か
わ
る
。
環
淵
・
玄
洲
・
便
蝸
・
娼
娯
・
蝸
子
・

蝸
淵
・
蝸
蝦
・
出
盛
な
ど
は
、
お
そ
ら
く
す
べ
て
二
子
と
関
わ
る
名
で
あ
ろ
う
。

『
列
仙
傳
』
で
は
そ
れ
ら
を
巧
み
に
組
み
あ
わ
せ
た
上
で
仙
人
ら
し
い
話
を
付

加
し
て
仙
人
の
列
に
加
え
て
い
る
が
、
『
天
人
経
』
四
十
八
篇
、
『
伯
陽
九
仙
法
』
、

『
琴
心
』
三
篇
な
ど
の
書
物
の
作
者
と
も
さ
れ
て
い
る
。

小
　
結

拙
稿
で
は
『
列
仙
傳
』
の
巻
上
の
う
ち
、
黄
帝
、
野
津
、
愚
子
を
取
り
上
げ
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た
。
今
後
、
『
列
仙
傳
』
の
他
の
仙
人
に
対
し
て
も
考
究
し
、
さ
ら
に
全
体
に
わ

た
る
考
察
を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
。
今
回
は
と
り
あ
げ
た
仙
人
に
つ
い
て
簡
単

に
ま
と
め
、
小
結
と
し
た
い
。

　
黄
帝
は
古
代
の
伝
説
上
の
天
子
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
『
荘
子
』
の
中
で
は
上

帝
的
な
性
格
が
み
え
、
そ
こ
で
は
「
天
に
登
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
そ
れ
を
受
け
て
『
史
記
』
で
も
天
に
登
る
黄
帝
の
姿
が
武
闘
の
昇
仙
願
望
に

迎
合
す
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
『
列
仙
翁
』
で
も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
形
を
と
る

が
へ
武
帝
と
の
関
わ
り
の
話
は
外
さ
れ
、
黄
帝
の
伝
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。　

關
サ
は
老
子
と
の
関
わ
り
で
注
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
が
、
本
来
、
思
想
家

と
し
て
『
荘
子
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
に
名
が
見
え
た
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は

『
列
仙
傳
』
に
直
接
、
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
列
世
傳
』
の
も
と
つ

く
と
こ
ろ
は
、
『
史
記
』
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
内
容
が
簡
単
に
す
ぎ
る

た
め
、
芭
勝
を
服
用
し
た
話
な
ど
を
つ
け
加
え
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
仙
薬

の
話
を
付
加
す
る
の
は
、
『
列
仙
傳
』
の
他
の
話
に
も
多
く
み
え
る
。

　
滑
子
の
名
は
ま
ざ
ま
な
書
物
に
み
え
る
も
の
の
詳
細
な
伝
は
不
明
で
あ
る
。

『
天
人
経
』
四
十
八
篇
、
『
伯
陽
九
仙
法
』
、
『
生
心
』
三
篇
な
ど
書
物
に
関
わ
る

話
が
多
い
。
知
識
人
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
で
も
「
好
ん
で

ボ
を
悪
し
、
其
の
精
を
接
食
す
」
と
薬
物
の
話
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

注

（
1
）
『
列
仙
傳
』
は
前
漢
の
劉
向
撰
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
考

　
え
て
後
漢
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
沢
田
瑞
穂
『
列
仙

　
傳
』
（
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
8
、
一
九
六
九
年
）
参
照
。

（
2
）
朋
友
書
店
、
一
九
八
九
年
。

（
3
）
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
8
、
一
九
六
九
年
。

（
4
）
集
英
社
、
全
館
漢
文
大
系
3
3
、
一
九
七
五
年
目

（
5
）
小
川
環
樹
・
本
田
済
監
修
、
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年
）
一
四
五
～
三

　
四
五
頁
、
四
一
〇
～
四
三
〇
頁
（
参
考
文
献
・
索
引
）
（
『
列
仙
伝
』
部
分

　
を
平
木
康
平
と
共
同
執
筆
、
『
抱
朴
子
』
部
分
は
尾
崎
正
治
の
執
筆
）
。

（
6
）
『
中
国
神
話
の
文
化
人
類
学
的
研
究
』
（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
。

（
7
）
『
古
史
弁
』
第
七
冊
上
編
、
開
明
書
店
、
一
九
四
一
年
。

（
8
）
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
。

（
9
）
夫
道
有
情
有
信
、
無
為
無
形
、
可
聖
旨
不
可
受
、
可
得
而
不
可
見
、
自

　
本
斜
位
、
未
有
天
地
、
自
古
点
固
存
、
神
鬼
神
帝
、
生
天
生
地
、
在
太
極

　
之
先
而
不
為
高
、
在
二
極
之
下
而
不
為
深
、
先
天
地
生
而
不
為
久
、
長
干

　
上
古
而
不
為
老
。
稀
章
氏
得
之
、
以
翠
天
地
、
伏
戯
氏
得
之
、
馬
歯
氣
母
、

　
科
斗
得
之
、
終
古
不
成
、
日
月
得
之
、
終
古
不
息
、
下
下
得
之
、
以
襲
昆

　
命
、
縞
夷
得
之
、
以
游
大
川
、
肩
吾
得
之
、
以
庭
大
山
、
黄
帝
得
之
、
以
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登
早
天
、
迷
津
得
之
、
以
庭
玄
馬
、
禺
強
得
之
、
立
乎
北
極
、
西
王
母
得

　
之
、
坐
乎
少
廣
、
明
知
其
始
、
莫
知
其
終
、
彰
祖
得
之
、
上
布
有
虞
、
下

　
及
五
伯
、
傅
説
得
之
、
以
相
武
丁
、
奄
有
天
下
、
乗
東
維
、
騎
箕
尾
而
比

　
干
列
星
。

（
1
0
）
黄
帝
覇
王
上
天
、
華
臣
葬
其
衣
冠
。
（
『
史
記
』
巻
二
十
八
、
封
禅
書

　
第
六
）

（
1
1
）
『
十
間
』
な
ど
房
中
術
の
書
に
つ
い
て
は
別
に
考
察
す
る
。

（
1
2
）
關
令
サ
喜
者
、
周
大
夫
也
。
駅
内
學
、
常
服
精
華
。
隠
徳
修
行
、
時

　
人
莫
知
。
老
子
西
遊
、
喜
先
見
其
氣
、
知
有
眞
人
當
過
。
物
色
而
遮
之
、

　
玉
江
老
子
。
老
子
主
知
其
奇
、
爲
著
書
授
之
。
土
工
老
子
倶
遊
流
沙
、
化

　
胡
。
服
芭
勝
實
、
莫
知
其
所
終
。
勢
喜
亦
自
著
書
九
篇
、
號
日
關
令
子
。

　
　
（
『
列
仙
傳
』
巻
上
、
關
令
サ
）

（
1
3
）
老
子
脩
道
徳
、
其
通
以
自
隠
無
名
爲
務
。
居
周
久
之
、
見
周
之
衰
、
遭

　
遂
去
至
關
。
重
量
昇
喜
日
、
子
將
隠
　
。
彊
爲
我
著
書
。
於
是
老
子
遭
著

　
書
上
下
篇
、
言
道
徳
之
意
、
五
千
直
言
而
去
、
半
知
其
所
終
。
（
『
史
記
』

　
巻
六
十
三
、
老
子
韓
非
列
傳
第
三
）

（
1
4
）
こ
の
形
式
は
子
墨
子
と
し
て
『
墨
子
』
に
多
出
す
る
。

（
1
5
）
子
列
子
問
關
サ
日
、
至
人
潜
行
不
窒
、
早
取
不
熱
、
行
不
馴
物
之
上
而

　
不
懐
。
諮
問
、
何
以
舌
早
此
。
關
サ
日
、
是
純
氣
之
守
也
。
非
知
巧
果
敢

　
之
列
。
居
。
予
語
女
。
凡
有
貌
象
聲
色
者
、
皆
六
十
。
塗
家
物
何
以
相
遠
。

　
夫
塁
以
足
下
乎
先
。
…
」
。
（
『
荘
子
』
外
篇
、
達
生
第
十
九
）

（
1
6
）
以
本
爲
精
、
一
物
爲
粗
。
…
關
サ
老
早
苗
野
風
悦
之
、
建
之
以
常
無

　
有
、
主
之
以
太
一
。
以
濡
弱
謙
下
爲
表
、
以
空
虚
不
殿
野
物
爲
實
。
關
タ

　
日
、
在
己
元
居
、
形
物
自
著
。
其
動
若
水
、
其
静
若
鏡
、
其
慮
若
響
。
笏

　
乎
若
亡
、
寂
尊
皇
清
。
同
焉
者
和
、
得
焉
者
失
。
未
嘗
先
人
、
而
常
随
人
。

　
老
聰
日
、
知
其
雄
、
守
其
雌
、
爲
天
下
之
難
。
知
其
白
、
守
其
辱
、
爲
天

　
下
谷
。
人
皆
取
先
、
己
濁
回
雪
。
日
、
受
天
下
之
垢
。
人
皆
取
實
、
己
濁

　
取
虚
。
元
藏
也
附
説
絵
。
平
然
有
鯨
。
…
關
昇
老
無
量
、
古
用
博
大
眞
人

　
哉
。
（
『
荘
子
』
雑
報
、
天
下
篇
第
三
十
三
）

（
1
7
）
『
老
子
』
四
十
五
章
に
「
清
静
爲
天
下
正
」
、
『
史
記
』
老
子
傳
に
「
無

　
爲
自
化
、
清
夏
自
正
」
。

（
1
8
）
老
聰
で
は
な
く
、
老
耽
と
な
っ
て
い
る
。

（
1
9
）
…
老
法
曽
柔
、
孔
子
貴
仁
、
墨
黒
里
馬
、
關
サ
貴
清
、
子
母
子
貴
虚
、

　
陳
駐
貴
齊
、
陽
生
貴
己
、
孫
膿
貴
勢
、
王
蓼
軸
先
、
見
良
貴
後
。
（
『
呂
氏

　
春
秋
』
巻
十
七
、
山
分
覧
、
七
日
不
二
）

（
2
0
）
現
今
の
も
の
（
『
子
彙
』
所
収
、
『
關
昇
子
』
）
は
依
託
と
さ
れ
る
。
注

　
　
（
2
5
）
参
照
。

（
2
1
）
敵
國
賓
至
、
關
サ
平
首
。
（
『
主
語
』
周
語
中
）

（
2
2
）
名
喜
、
爲
關
吏
。
老
子
過
關
、
喜
喜
吏
而
從
之
。
（
『
漢
書
』
巻
三
十
、

　
藝
文
志
第
十
）
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（
2
3
）
こ
の
前
後
も
含
め
て
原
文
を
引
い
て
お
く
。
銭
函
昭
日
、
高
下
注
呂
覧

　
云
、
關
サ
關
正
也
。
名
喜
。
（
『
漢
書
補
注
』
漢
書
三
十
、
金
文
志
第
十
）

（
2
4
）
關
サ
子
、
名
喜
、
號
關
サ
子
。
或
日
、
關
令
子
。
（
『
子
彙
』
所
収
、
『
關

　
サ
子
』
劉
向
序
）

（
2
5
）
現
今
の
も
の
は
、
『
四
庫
提
要
』
に
「
唐
五
代
聞
方
士
解
文
章
者
・
爲
也
」

　
と
依
託
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
『
後
漢
書
』
方
術
傳
の
序
の
注
に
「
内
學
謂
圖
識
書
也
」
と
あ
る
。

（
2
7
）
洪
師
事
南
海
太
守
飽
玄
、
玄
炉
内
學
、
逆
占
滑
子
。
（
『
六
書
』
葛
洪
傳
）

（
2
8
）
胡
麻
、
繹
名
、
巨
勝
…
漢
使
張
篶
始
自
大
宛
得
油
麻
種
來
、
故
名
胡
麻
。

　
　
（
『
本
草
綱
目
』
胡
麻
）

（
2
9
）
巨
勝
尚
延
年
。
（
『
周
易
参
同
契
』
）

（
3
0
）
泪
子
者
、
齊
人
也
。
好
餌
市
、
接
食
其
精
。
至
三
百
年
、
乃
見
於
齊
、

　
著
天
人
経
四
十
八
篇
。
後
釣
鞍
懸
澤
、
得
鯉
魚
。
腹
中
有
符
。
隠
於
宕
山
、

　
能
致
風
雨
、
受
伯
陽
九
仙
法
。
潅
南
王
安
少
子
其
文
、
不
能
解
其
旨
也
。

　
其
琴
心
三
篇
、
有
條
理
焉
。
（
『
藍
鼠
傳
』
巻
上
、
泪
子
）

（
3
1
）
老
子
者
、
…
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
伯
陽
、
詮
日
曝
。
（
『
史
記
評
林
』
巻

　
之
六
十
三
、
老
荘
申
直
列
傳
第
三
）
。
『
史
記
會
五
霞
謹
』
は
当
該
箇
所
を

　
「
老
子
者
、
…
名
耳
、
字
後
、
姓
李
氏
」
と
し
、
「
字
伯
陽
」
が
消
さ
れ
、
「
論

　
日
購
」
が
「
字
購
」
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
『
考
謹
』
は
『
後
漢
書
』

　
桓
帝
紀
に
付
さ
れ
た
章
懐
注
所
引
の
『
史
記
』
に
よ
り
改
め
た
と
す
る
。

（
3
2
）
名
望
、
門
人
、
老
子
弟
子
。
（
『
漢
書
』
巻
三
十
、
藝
文
志
第
十
）
。

（
3
3
）
愼
到
趙
人
、
田
凝
着
子
齊
人
。
環
淵
楚
人
。
皆
學
黄
老
道
徳
之
術
、
因

　
　
獲
明
、
序
其
専
意
。
故
愼
到
著
十
二
論
、
発
車
著
上
下
篇
。
（
『
史
記
』
巻

　
　
七
十
四
、
孟
子
筍
卿
列
傳
第
十
四
）

（
3
4
）
夫
臨
江
而
釣
、
遅
日
而
不
能
盈
羅
、
錐
有
鈎
箴
芒
距
、
二
期
芳
餌
、
加

　
　
之
以
窟
何
娼
娯
之
敷
、
猶
不
能
與
網
署
孚
得
也
。
（
『
潅
南
子
』
巻
一
、
原

　
　
道
訓
）

（
3
5
）
倉
何
・
娼
娯
、
古
奇
麗
人
名
、
敷
術
也
。
（
『
准
南
子
』
巻
一
、
原
道
訓
、

　
　
注
）

（
3
6
）
宋
玉
與
登
徒
子
借
受
釣
於
玄
洲
。
止
而
露
見
適
適
裏
王
。
登
徒
子
日
、

　
　
夫
玄
洲
、
天
下
之
善
釣
書
也
。
（
『
全
上
古
三
代
文
』
飛
信
、
宋
玉
所
引
『
古

　
　
文
苑
』
釣
賦
）

（
3
7
）
黄
老
思
想
に
関
し
て
は
浅
野
裕
一
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』
（
創
文

　
　
社
、
一
九
九
二
年
）
、
拙
稿
「
一
癖
の
黄
老
思
想
」
（
『
待
兼
山
論
叢
』
第
一

　
　
三
号
、
　
一
九
七
一
一
年
）
を
参
照
。

※
本
稿
は
平
成
1
5
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
）
（
C
）
（
2
）
神

　
仙
思
想
の
成
立
に
関
す
る
研
究
に
も
と
つ
く
研
究
成
果
で
あ
る
。


